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成果の概要 
工学研究科 都市社会工学専攻 

助教  松本 理佐 
 

[概要] 
報告者は，平成 28 年度京都大学教育研究振興財団（国際研究集会発表助成・若手）の助成

を受け，2016 年 6 月 26～28 日にブラジル・フォスドイグアスで開催された 8th International 
Conference on Bridge Maintenance, Safety and Management に参加し，成果発表を行った．本学会

は，4 年に 1 度開催される橋梁のメンテナンスに関する国際会議であり，橋梁の健全状態の評

価手法の検討，振動等の計測技術の開発，地震に対する設計手法の開発など，橋梁のメンテナ

ンスを全般的に包括したテーマについて議論される．参加者は，開催国であるブラジルをはじ

め，ヨーロッパ・アメリカ・日本・中国など，インフラストラクチャーのメンテナンス問題を

抱えている国の研究者が中心であった． 
 国際会議の開催時期は，ブラジル・リオデジャネイロのオリンピックの開催日が近く，リオ

デジャネイオやサンパウロでは暴動・ストライキが起こり，治安が悪かったが，国際会議の開

催場所は観光地であったため，会議中は比較的安全に滞在することができた． 
 
[成果] 
 報告者は，「Fatigue strength Improvement by peening from back surface of weld toe（溶接止端の

裏面からのピーニング処理による疲労強度向上）」という題目で，「Steel bridge rehabilitation」
というセッションで発表を行った．本研究は，鋼構造物の劣化問題のうち，最も重要な問題の

一つである，鋼構造物の溶接部から発生する疲労損傷を予防するための新技術に関する内容で

ある． 
溶接部材からの疲労損傷を予防する方法の一つに，ピーニング処理工法がある．一般的なピーニ

ング処理は，溶接の止端を直接叩くことで，溶接止端に圧縮残留応力を導入する．しかし，このような

従来のピーニング手法は，板組みが複雑な狭隘箇所や，閉じ断面の溶接部には，施工することがで

きない．一方，近年開発されている ICR 工法を準用したピーニングでは，タガネの先端が球状ではな
く平らになっているため，打撃直下のみでなく，打撃面の裏側にも若干の圧縮残留応力が導入される．

そこで，報告者らは，溶接止端の裏側からのピーニング処理の施工によって，溶接止端からのき裂の

発生を予防する工法を開発した．この工法では，従来のピーニング処理では施工できなかった，板組

みが複雑な狭隘箇所や，閉じ断面の溶接部にも施工することができる． 
提案工法の効果を確かめるために，面外ガセット溶接継手を用いた疲労試験を，応力範囲

80N/mm2で実施した．その結果，母材の板厚 12mm の場合は，引張－圧縮の繰り返し荷重，圧縮－
圧縮の繰り返し荷重の場合は，提案工法によって疲労強度が向上することがわかった．一方，母材の

板厚 16mm の場合は，いずれの荷重条件でも，提案工法によって疲労強度が向上しないことがわか
った．したがって，母材の板厚や荷重条件によっては，提案工法が疲労損傷の予防方向として有効

であると結論づけられた． 
成果内容に関して，提案工法が実構造物のどの部位に施工可能なのか，また，提案工法は部材の

支持条件によって効果が変わるのではないかという指摘を受けた．上記の指摘は，これまで報告者ら



が懸念していた事項であり，提案工法の具体的な適用性に関してはさらなる検討を進める必要がある

ことを再確認した． 
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